
都市再生整備計画（第１回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 85 ha

平成 20 年度　～ 平成 24 年度 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成１７年度 平成２４年度

ｍ 平成１９年度 平成２４年度

世帯 平成１９年度 平成２４年度

都道府県名 大阪府 茨木市
いばらきし

真砂
ま さ ご

・玉島台
たましまだい

地区
ち く

計画期間 交付期間 24

大目標：茨木市の南部地域の暮らしを支える、安全・安心な人にやさしいまちづくりと、交通環境改善による円滑な交通網の整備
　　目標１：多様な暮らしを支える都市基盤の整備、良好な住宅地をつくる。
　　目標２：都市計画道路の交通を円滑に処理する。
　　目標３：緑道や歩行者専用道を整備し、歩車分離を行い、安全・安心なまちをつくる。

・茨木市は、淀川の北、大阪府の北部にあり、南北に長く東西に短い長方形をなしている。人口は現在も微増傾向にあり、昼夜間人口比率も90%台を維持している。
・南部地域は、大阪中央環状線、十三高槻線、茨木寝屋川線等の広域主要幹線が通っており、北大阪流通業務地区を中心とする工業・流通拠点と土地区画整理事業や、大規模開発等で形成された良好な住宅市街地を形成している。
・第４次茨木市総合計画の南部地域のまちづくり戦略として、住宅・住環境の充実を図ることを目標に、新しい住宅地の形成を促し、市民や広い地域の人々が日常的に集い、楽しみ、遊び、交流することができる本市南部の玄関口としての役割を果たす
ことと位置づけている。
・茨木市都市計画マスタープランでは、地域の環境を考慮した計画的な市街地整備を進め、広域幹線道路や鉄道、モノレール、流通施設等、広域的な役割を担う施設立地を活かすとし、既成市街地と連担した開発圧力の強い地域において、地域住民
主体で土地区画整理事業等により計画的な市街化を進めると位置づけている。
・市内の都市計画道路の整備が進み、中心市街地への交通集中により、交通渋滞が多く見られる。
・平成2年から市内の行き先案内標識、施設案内標識の整備を進めている。
・付近には、大阪府立茨木東高等学校（統合後は北摂つばさ高等学校）や茨木市立平田中学校、玉島小学校の通学路があり、学生や生徒の安全を確保する必要がある。
・真砂・玉島台の土地区画整理事業地区では、土地所有者、地元関係者等でまちづくり勉強会６回、代表者会議７回、全体会議７回を経て、土地区画整理準備組合を平成19年6月10日に設立し、地域住民主体のまちづくりを検討している。

・市内の都市計画道路等の整備が進み、早期に交通環境を整備する必要がある。
・土地区画整理予定地区は、周辺を土地区画整理事業や大規模開発により良好な市街地が形成され、また、広域主要幹線道路や都市計画道路が整備されたため、沿道サービス等による無秩序な市街地開発を抑制する観点からも、早急に周辺地域と
の土地利用の整合を図りつつ、計画的な土地利用の増進を促し、良好な都市基盤整備と健全な市街地の整備が必要である。
・通学や通勤の歩行者が安全に通行できる歩行者専用道路が必要である。

地区計画等による住宅地のルールをつくり、個性ある良好で計画的な市街地を整備し、安全・安心な人にやさしいまちづくりを目指す。
・茨木市都市計画マスタープランでは、茨木市南部地域は計画的に整備された市街地において、市街地環境の維持・保全を図るために、地区計画等の地区の状況に応じたルールづくりに対する住民の取り組みを支援するとしている。
・生活道路と幹線道路の区分をし、標識による交通の誘導を行い、交通渋滞の緩和を図る。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

40

２．幹線道路の渋滞長 幹線道路のピーク時の渋滞の長さ
幹線道路に行き先案内標識を設置し、通過交通が生活道路に進入しない
ようにし、交通の分散化を図り渋滞の長さを50％に削減する。 500 250

１．地域の住みやすさ アンケート調査の南部地域の住みやすい市民の割合
安全・安心、人にやさしいまちづくりを目指し、アンケート調査の住
みやすいと回答する市民の割合を１割増の40％まで引き上げる。 34.4

4,700３．地区内世帯数 当地区における世帯数
多様なニーズに対応した良好な居住環境を形成し、地区内で
4,700世帯を目指す。 4,635



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針３（緑道、歩行者専用道路の整備）
・区画整理事業地の中央を縦断する緑道や周辺道路の歩道へとつながる歩行者道を設置し、歩行者と自動車の分離を行い、安全・安心なまちをつくる。
・既存水路の堤防部分に桜を配置し人々がくつろげる散歩道を整備する。
・地区の真ん中にロータリーを配置し、緑地にシンボルとなるモニュメントをつくり人々が集う空間づくりを行う。

土地区画整理事業（提案事業／地域創造支援事業）

○事業終了後の継続的なまちづくり活動
　　事業終了後も引き続き、地域の自治会や土地所有者と協働し継続的なまちづくり活動を続ける。
　　緑地、緑化等の施設を地域の自治会等と協力し維持管理、清掃を継続的に行う。

○住み良いまちづくりの創造
　　地区計画等によりブロック毎に建物の高さの制限、門・垣・塀の形状を制限し、住宅区域の死角を
　　尐なくして防犯効果をあげ、安心なまちづくりを行う。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（多様な暮らしを支える都市基盤の整備と良好な住宅地整備）
・土地区画整理事業により都市基盤の整備、計画的に良好な住宅地を整備する。
・地区計画等のルールづくりを地域の住民と協働して行い、安全・安心なまちづくりを進める。
・周辺の環境に配慮した土地利用を誘導する。

土地区画整理事業（基幹事業）
まちづくりルール集作成事業（提案事業／まちづくり活動推進事業）
事業効果分析（提案事業／まちづくり活動推進事業）

整備方針２（交通の円滑な処理）
・都市計画道路に行き先案内標識を設置し、広域幹線道路への円滑な誘導を行う。

沢良宜西一丁目玉島台線（基幹事業）
新庄町沢良宜東線（基幹事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 茨木市 直 N=７箇所 H23 H24 H23 H24 26 26 26 26

茨木市 直 L=１，１５０ｍ H22 H24 H22 H24 48 48 48 48

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業 真砂・玉島台土地区画整理組合 間 A=７．６ｈａ H20 H24 H20 H24 345 345 345 345

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 419 419 419 419 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

真砂・玉島台土地区画整理組合 間 N=２箇所ほか H23 H24 H23 H24 1 1 1 1

0

0

－ 0

－ 0
真砂・玉島台土地区画整理組合 間 － H24 H24 H24 H24 2 2 2 2

茨木市 直 － H24 H24 H24 H24 2 2 2 2

合計 5 5 5 5 …B
合計(A+B) 424

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
真砂・玉島台土地区画整理組合 間 A=７．６ｈａ ○ H20 H24 819

合計 819

土地区画整理事業 真砂・玉島台地区

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

まちづくりルール集作成事業 真砂・玉島台地区 0

事業効果分析 真砂・玉島台地区 0

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

土地区画整理事業 真砂・玉島台地区 0

0

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－

真砂・玉島台地区 0

－

－

－

新庄町沢良宜東線 0

細項目 うち民負担分
沢良宜西一丁目玉島台線 0

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業主体 直／間

169.6 国費率 0.4交付対象事業費 424

事業 事業箇所名

交付限度額



都市再生整備計画の区域

　真砂・玉島台地区（大阪府茨木市） 面積 85 ha 区域
真砂一丁目、二丁目、三丁目、玉島台、沢良宜東町、玉櫛一丁目、
玉水町の全部と主原町の一部

沢良宜駅

南茨木駅

ＪＲ茨木駅
阪急茨木市駅

宇野辺駅

総持寺駅

茨木市役所

茨木ＩＣ

真砂玉島台地区（８５ｈａ）
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地域の住みやすさ （　％　） 34.4 （Ｈ１７年度） → 40 （Ｈ２４年度）

幹線道路の渋滞長 （　ｍ　） 500 （Ｈ１９年度） → 250 （Ｈ２４年度）

地区内世帯数 （世帯） 4,635 （Ｈ１９年度） → 4,700 （Ｈ２４年度）

　真砂・玉島台地区（大阪府茨木市）　整備方針概要図

目標

大目標：茨木市の南部地域の暮らしを支える、安全・安心な人にやさしいまちづくりと、交通環境改善による円滑な交通網
　　　　　　の整備
　　目標１：多様な暮らしを支える都市基盤の整備、良好な住宅地をつくる。
　　目標２：都市計画道路の交通を円滑に処理する。
　　目標３：緑道や歩行者専用道を整備し、歩車分離を行い、安全・安心なまちをつくる。

代表的
な指標

■基幹事業：道路事業

■基幹事業：道路事業

沢良宜西一丁目玉島台線(H23～H24)

近畿自動車道

大阪中央環状

阪急南茨木駅

■基幹事業：土地区画整理事業

□提案事業：地域創造支援事業

□提案事業：まちづくり活動推進事業

■提案事業：まちづくり活動推進事業

事業効果分析事業

モノレール沢良宜駅

ＪＲ貨物支線
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